団子売 (だんごうり)
〔解　説〕明治一二年（一八七九）一月、道頓堀角の芝居にて初演。清元の玉兎月影勝から義太夫に転じて作られた作品です。団子売りの夫婦、杵造とお臼が杵と臼を夫婦に見立ててユーモラスに語ります。子孫繁栄を願ったおめでたい演目です。


　こんど〳〵仕出しぢゃなけんけれど、雪か花かの上白米を、痴話と手管でさらせて挽いて、情でこねてしっぽりと
「サア〳〵これはこの度大評判」
「御ひゐき高い飛び団子」
「そんならお臼」
「杵造さん」
「さらばこれより始まり〳〵」
飛び団子、やれもさうややれ〳〵さてな、臼と杵とは女夫でござる。
やれもさうやれ〳〵さてな、夜がな夜ひと夜おゝやれ〳〵な。とゝんが上から月夜はそこだよ。ヤレコリヤよいこの団子が出来たぞ。おゝやれ〳〵サ、はれわいさて、これわいさて、どっこいさてな、よいと〳〵〳〵〳〵よいとなとな、これわいさのよい女夫、臼と杵との仲もよや。
お月様さへ嫁入をなさる。ヤットきなさろせ、とこせ〳〵。年はおいくつえ。十三七つえ。









[bookmark: _GoBack]ほんにえ、お若いあの子を生んで、ヤットきなさろせ、とこせ〳〵。誰に抱かせませうぞえ、おまんに抱かそゞえ。
見てもうまそな品物め。
さうだよ。高砂尾上の、爺様と婆様が箒を手に持ち、熊手をかついで目籠をしょひそろ。小松の枯葉を、さらりと集めて、戻ろとしたれば、上の枝には鶴の巣籠り、下の小池にゃ女亀と男亀が、空を眺めて、このや松はな、目出たい松にて高砂文句も、こゝらでとめましょ、尾上。
かくては尽きじと女夫 (みょうと)連れ、かしこを指して

